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生している [4]．また，2006年 10月 6日には，同級生から性格を中傷する内容が断続的にブロ
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グに書き込まれたり，直接メールを送られるなどし，被害者が自殺未遂をする事件が発生して
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名前本文
時系列表示掲示板（伝言板型）
投稿1 名前：A 投稿 2009/04/14 09:50:28 ID：xxxxx････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････2 名前：B 投稿 2009/04/15 03:10:14 ID：xyxyxy････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････3 名前：C 投稿 2009/04/15 04:21:32 ID：yzyzyz････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
図 2.1: 伝言板形の電子掲示板
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時系列表示掲示板（伝言板型）■○○がわからない名前：A 投稿 2009/04/14 09:50:28Re:○○がわからない 名前：B 投稿 2009/04/14 09:52:31Re2:○○がわからない名前：A 投稿 2009/04/14 09:55:11Re:○○がわからない 名前：C 投稿 2009/04/14 09:53:13Re2:○○がわからない名前：A 投稿 2009/04/14 09:55:32Re3:○○がわからない 名前：C 投稿 2009/04/14 09:58:46
■××について名前：A 投稿 2009/04/15 08:20:32Re:××について 名前：B 投稿 2009/04/15 09:32:11Re2:××について 名前：C 投稿 2009/04/15 09:53:24Re3:××について 名前：A 投稿 2009/04/15 10:13:28Re4:××について 名前：D 投稿 2009/04/15 13:25:51Re5:××について 名前：B 投稿 2009/04/15 13:38:42
図 2.2: ツリー型の電子掲示板









































第 2章 不適切発言の自動分類のための特徴解析 16時系列表示掲示板（伝言板型）














































































































































































































第 3章 電子掲示板の発言分類について 26
分類フェーズ
分類フェーズでは，学習フェーズで登録したデータを用いて，新たに投稿された発言を不適



















したとき，求める単語 xiが不適切発言に出現する確率を π(xi)とすると，式 3.1となる．










































分類パターン 単語による分類 単語のペアによる分類 分類結果
パターン 1 不適切発言候補 不適切発言候補 不適切発言候補
パターン 2 不適切発言候補 通常発言候補 未判定発言
パターン 3 通常発言候補 any 通常発言候補
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最後に Step7では，Step5，Step6で出力された結果，不適切発言候補と評価された場合のみ，
ユーザへ注意を促す．





















呼称される掲示板の発言を収集し利用した．収集したデータは 2004年 11月から 2008年 4月ま
でに書き込まれた発言で，複数の人間の主観評価により誹謗中傷発言を 520発言，通常発言を
1276発言抽出し，データベースに登録している．






3. 通常発言を不適切発言候補と分類 (False Positve)












分類パターン システムによる分類 主観評価：通常発言 主観評価：不適切発言
パターン 1 不適切発言候補 102 28
パターン 2 未判定発言 248 54
パターン 3(通常発言候補) 通常発言候補 41 1
パターン 3(不適切発言候補) 通常発言候補 605 17
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おじいさん は山へ芝刈り に行き まし た
















①単：× ペア：×⇒不適切発言候補②単：× ペア：○⇒未判定発言③単：○ ペア：any⇒通常発言候補
学習データ
図 3.4: 発言単位の分類の流れ（その１）





































































pw = {ありがとう,頑張れ,お願いします,・・・,お疲れさま } (4.1)
Positive Word Weight [pww]
pwwはPositive word weightの略で，pwの要素に与える重みを表す．各要素間の重みには差は
無く，一様に正値の重みを与えると定義する．pwwは次に示す．
pww = x　　　　 (x > 0) (4.2)




nw = {ばか,死ね,お前,・・・,くたばれ } (4.3)
Negative Word Weight [nww]
nwwは nwの要素に与える重みを表す．各要素間の重みには差は無く，一様に負値の重みを与
えると定義する．nwwは次に示す．
nww = y　　　　 (y < 0) (4.4)
Concord Number [cn{t}]











り，pwが 2つ出現している．それに対し，nwは出現していない．したがって，cnpw{2} = 2，
cnnw{2} = 0，pww = 1，nww = −1となる．以上より，Os{2}は次式となる．
Os{t} = 1 ∗ cnpw{2} − 1 ∗ cnnw{2} = 1 ∗ 2− 1 ∗ 0 = 2 (4.6)



















法で定義する．図 4.3のように発言が連鎖している場合，発言 3は，発言 96,発言 119,発言 215
に印象を与えたと見なすことができる．また，発言 119には印象を与えたと見なせる発言 131が
ある．つまり，発言 3にとっては，発言 119を経由して発言 131にも印象を与えたと考えられる．
以上より，発言 tにおける発言の連鎖数をRes{t}と定義すると，Res{3} = 4，Res{119} = 1
と表すことができる． 3 96119 131215
図 4.3: 発言の連鎖の木構造
Res{t}を用いて，発言 tの ccs{t}は次の式で定義する．
ccs{t} = i ∗ lognRes{t}　　　 (i = ±1 : Os{t}に依存) (4.7)











































































用した 2007年 5月から 2008年 11月までの 1097発言を対象とした．
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発言数×10
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発言範囲 雰囲気 未判定発言数 主観評価：通常発言 主観評価：不適切発言
1-180 通常 39 39(100%） 0（0%）
181-370 悪化 62 33（53.2%） 29（46.8%）
371-610 通常 58 56（96.5%） 2（3.4%）
611-680 悪化 26 21（80.8%） 5（19.2%）
681-870 通常 40 39（97.5%） 1（2.5%）
871-1097 悪化 77 60（77.9%） 17（22.1%）
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